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が、kai 格、naNga 格、kara 格、tu 格の名詞によってあらわされる相手対象、ゆくさき、
ありか、出発点、なかまなどの間接対象の補語によってひろげられる。他動詞を述語に
もつ文（他動詞構文）は、主語と述語とハダカ格によってあらわされる直接対象の補語



















もとになる自動詞構文 taraːnu huNdakai bir-ida．
（太郎が 床に 座った。）
使役構文	 aqpaːja taraː huNdakai bir=as-ïda．
	 （祖母は 太郎を 床に 座らせた。）
自動詞構文 asibunu uNkunu id-ida．
（腫物の 膿が 出た。）
他動詞構文	 taraːnu asibunu uNku id=as-ïda．
	 （太郎が 腫物の 膿を 出した。）

















接尾辞 =asïN をつけてつくる第一使役動詞と、おなじく語根に接尾辞 =asimiN をつ
けてつくる第二使役動詞がある。後述するように、第一使役動詞を派生させる接尾辞












（曲げて）のような活用形からなりたつが、それらの活用形は、語幹 mag- に語尾 -iN、
-ida、-u、-eː などを後接させてつくられる。第Ⅱ変化動詞 magiN の直説法一般むすび












一般むすび形 mag-iN ／ mag-iruN mag-ida mag-eːqta
du むすび形 mag-i mag-ida ―――



















一般むすび形 magar-uN magar-uda magar-iqta
du むすび形 magar-u magar-uda ―――






mag- がある。この共通部分は、有対他動詞 magiN の語幹 mag- に接尾辞 =aruN を後
接させて、自動詞 magaruN を派生させたことがわかる。あらたな単語をつくる単語つ






































































































4）tsuːr-uN（強くなる）と tsuːm-iN（強める）はいずれも tsuːsaːN（強い）の語幹 =語根をもとに派生したもの











































































他動詞（第Ⅱ変化 ariN） 自動詞（第Ⅰ変化 uN）
a-iN ／ ag-iN（上げる） aːr-uN ／ ag=ar-uN（上がる）






















































































（人の　 　 心は　　　熱い飯が　　　冷めるように　 冷める。）
22）atsïsaːrikiː　NboN　piːrasi．
（熱いので　 　 飯を　 冷ませ。）


























































自動詞（第Ⅰ変化 uN） 第一使役動詞（第Ⅰ変化 =asïN）
udurug-uN（驚く） udurug=as-ïN（驚かす）
nak-uN（泣く） nak=as-ïN（泣かす）
























自動詞（第Ⅱ変化 iN） 第一使役動詞（第Ⅰ変化 =asïN）






ur-iN（降りる） ur=as-ïN ／ ur=us-ïN（降ろす）
















　aras-ïN（新調する、こしらえる）、ara-uN ／ aroːN（洗う）、ir-uN 9)（要る）、ikoːN

































































































































自動詞 他動詞 第一使役動詞 第二使役動詞
nukur-uN ←→ nukus-ïN → nukus=as-ïN → nukus=ïm-i(ru)N
（残る） （残す） （残させる） （残させる）
ut-iN → ut=as-ïN → × → ut=asïm-i(ru)N
（落ちる） （落とす） （落とさせる）
tats-ïN ←→ tat-iN → × → tat=isïm-i(ru)N
（立つ） （立てる） （立てさせる）
us-ïN → us=as-ïN → us=asïm-i(ru)N
（押す） （押させる ) （押させる）








他動詞 自動詞 第一使役動詞 第二使役動詞
tat-iN ←→ tats-ïN → tats=asï-N → tats=asïm-i(ru)N
（立てる） （立つ） （立たせる） （立たせる）
ut=as-ïN ← ut-iN → × → ut=isïm-i(ru)N
（落とす） （落ちる） （落ちさせる）
arag-uN → arag=as-ïN → arag=asïm-i(ru)N
（歩く） （歩かせる） （歩かせる）
abat-iN → × → abat=isïm-i(ru)N
（あわてる） （あわてさせる）
　接尾辞 =asïN をつけて派生した他動詞が第一使役動詞をもたないのは、自動詞語根か
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